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２．高齢者虐待防止研究に対する今後の課題
今後の研究課題としては、以下 3 点あげられる。結果１からは、①量的アンケート調査対象数において、
300 ～ 500人といったものが多く、100人以下の小規模な調査もみられた。今後はこれらを統合して大規
模な調査につなげていく必要があると思われる。②介入研究が少ないことである。高齢者虐待に対する実
態は解明されつつあるが、この実態や発生要因に対しどう対処すべきかといった介入研究を実施していく
必要がある。結果 2 からは、③介護者や被介護者の視点にたった研究が少ないことである。厚生労働省「平
成28年度高齢者虐待の防止、高齢者の擁護者に対する支援等に関する法律に基づく対応状況等に関する
調査結果」の報告によれば、在宅での要介護者による虐待発生要因として「介護疲れ、介護ストレス」が
最も多いとされている。また介護殺人の調査研究をしている湯原（2011）は、介護を引き受けたからと
いって社会から孤立することなく、大切な人々との絆を大切にしつつ、無理なく介護を行うことができる
ような介護者支援システムの構築、法基盤の整備の必要性を述べている。これらのことからも、介護者や
被介護者の視点にたった研究が重要である。
Ⅴ．本研究の限界
今回レビューした文献は、「高齢者虐待防止研究」誌に掲載されたもののみである。高齢者虐待に関し
ては、老年社会科学会や老年看護学会をはじめ福祉・介護の領域でも研究がなされているため、全てを反
映できなかった。また、レビューした72の論文が年代によってどう変化しているのかまでは分析できて
いない。今後の課題としたい。
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